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【表紙写真】
令和３年７月３日（土）午前10時30分頃に、静岡県熱海市

伊豆山地区において発生した土石流は、逢初川の源頭部

の標高約390ｍ地点（海岸から約２㎞上流）から、逢初川

を流下し、下流で甚大な被害を及ぼした。

土石流により被災した範囲は、延長約１㎞、最大幅約120

ｍにわたり、30名の死傷者・行方不明者を出し、住宅131

棟が被害を受けた。

当時、梅雨前線による大雨に伴い、熱海雨量観測所に

おける降り始めからの総雨量は400ｍｍ以上であった。　

写真は、熱海市伊豆山地区の被災状況である。
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自然災害に対する防災力の見える化指標「自然災害に対する安全性指標（ＧＮＳ）」の利活用
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(東京理科大学総合研究院　教授　関澤　愛）
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市街地活性化と防災の両立を目指したハード・ソフトの連携まちづくり
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「川の防災情報」ウェブサイトのリニューアルについて
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線状降水帯の予測精度向上のための気象観測・監視の強化
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